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・藤原SGMより人事考課目標設定を5/15までにメールで提出するよう各自連絡が来ています。期日までに提出して下さい。
・皮膚科の診察手順書を作成しました。診察ファイルもしくは病棟の皮膚科フォルダを参照してください。

・5/8以降の新型コロナウイルスの検査の対応について変更があります。

　入院時や外出泊の帰院時の際の抗原検査、NEAR法の検査は5/8以降は特有の理由がない場合は行いません。ただし、健康観察や症状観察は引き続き行ってください。

①入院時、入院中において発熱や症状がある時は、医師の指示で抗原検査を実施する。

②抗原検査で陽性の場合のみNEAR法を実施する。

※また本人、家族が希望する場合は検査可能ですが、自己負担になる事を説明して下さい。
・5/9～5/12八大看護実習生が来ます。対象患者様は飯岡未来様、松川順子様です。
・電子カルテ・電算化委員会より、5/15までに令和3年度以前のメールやフォルダを削除するようお知らせが掲示されています。各自協力をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・福島　司子様～5/15退院希望あり、主治医より許可出ています。退院指示や処方は来週指示依頼していきましょう。
・中山　真由美様～不穏時30回分、疼痛時20回分処方となっています。本日歯科で抜歯しています。
・船田　泰子様～ピコスルファートNa内用液3本処方となっています。
・中居　啓悦様～ゼプリオンの量は前回と同様の内容で指示出すとの事です。
・船場　幸子様～便秘時IFオーダ追加依頼しています。便秘時センノシド(12)2Tで新たに指示追加となっています。
・船越　勝様～右眼球結膜の充血、眼痛訴えあり、フルオロメトロンが1本処方となっています。
・佐々木　章洋様～主治医不在の為、田名部Dr.より疼痛時20回分処方となっています。
・飯岡　未来様～主治医不在の為、田名部Dr.より不穏時5回、疼痛時10回分処方となっています。

・清水目　忠男様～本日15時サンメディカルより車椅子届く予定となっています。明日より補水用に茶寒天が届く為、10時15時で介助していきましょう。また失禁回数も多い事からクリーニング代も考慮し防水シーツは使用せずシーツのみで対応していきましょう。
・鈴木　流依様～御家族来院しPSWより対応しています。イデルビオンの持参あり、鑑別依頼中です。
・沖田　千賀様～持参薬5/7で処方切れある為、当院切り替えし処方依頼しています。
・江渡　保子様～内服薬は副菜に混ぜて対応してください。
・高柳　和子様～歯科キャンセル続いている為、本日で一旦終診となります。
＜ベッドコントロール＞
・中居　啓悦様～5/3東病棟へ転出、5/5西病棟へ転入予定。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～食事へは遅れて移動しており、棟内に配膳しています。朝食は介助、昼食は自力摂取しています。その後にトイレ籠りも見られている為、所在確認もしていきましょう。
・船場　幸子様～放歌、小声での独語ありますが、易怒性や他者への妄想言動はなく経過しています。本人より差し入れの希望あり、青風荘へ電話依頼しています。引き続き精神状態の観察をしていきましょう。
・清水目　忠男様～各勤務帯で排尿確認しています。本日午前10時に排尿確認しています。排尿間隔が空く際は主治医へ情報提供していきましょう。
・成田　富士子様～昼食前血糖89mg/dl、頭重感の訴えあるため昼食後インスリン注射実施する事としています。次回小倉Dr.診察時に情報提供していきましょう。
・春山　明子様～昨日転入時、帰宅要求や感情失禁ありますが診察後より落ち着くことが出来ています。血圧高値はありますが随伴症状なく経過しています。日中は息子様の存在を気にする発言聞かれていますが、帰宅要求はなく経過しています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・鈴木　流依様～主治医より内服薬は中止したまま様子を見ることを伝えられている。臨時薬クエチアピン、芍薬甘草湯が中止、アスパラカリウムが3T→2Tへ減量、他同内容で処方となっている。施設入所について、「父から自分自身が更生する為に施設入れって言われているけど、自分は一人で生活したいし…」と消極的な発言あり。主治医からは改めて生活訓練を目的として施設入所を勧めている事を改めて説明されている。また本人より借金返済の為にスタッフ同伴で外出したいと希望あるも、母様との外出を促されている。
・鈴木　知子様～メモを用いて主治医へ訴えを伝えている。夜間は早朝覚醒があること、幻聴体験はないと話されている。処方変更はない。また治療環境においてはこのままがいいとも話されている。
・高柳　和子様～主治医の声掛けに対し発語して返答する様子あるも、うつむいており内容の聞き取りが難しい。臨時薬バルプロ酸Naが2T→1Tに減量、他同内容で処方となっている。
・泉川　ケイ子様～「風邪っぽくて」と話すも感冒薬の処方を尋ねられると「飲まなくていいと思う」と話されている。また「首が曲がって困るんです」「外出とかってどうすればいいの？」等と脈絡なく主治医へ話されている。処方変更はない。
・谷地　寿梨様～診察時も幻聴はあると話されているも、幻視は否定している。青山荘の見学について引き続き進めていく様指示がある。処方変更なし。
・沢田　秋子様～診察時は主治医の問いかけに頷き等で答えており、発語する事なく診察を終えている。
・成田　賀枝様～夜間あまり眠れていないと訴えている事があるも処方変更はない。娘様に電話が繋がらない事を話されているもそれによる不穏さはなく落ち着いた様子で診察を終えている。
・梅内　とも子様～外出の日程について「用足ししたいんだよな…休日じゃない1日で…」と不満げな様子あり。まずは4日に外出してみる事を伝えられている。入院後より喀痰が緑色になっていると話されており、臨時薬アンブロキソールが継続、他同内容で処方となっている。
・小向　隆之様～「何時に殺しに来るぞ」と言った幻聴体験はあると言いそれにより眠れない事、環境が変わっても幻聴の程度は変わらない事を話されている。臨時薬リスパダール→フルメジンに変更、オランザピン中止、他同内容で処方となっている。
また、東病棟にいる際に左肩のレントゲン撮影実施しており結果は異常無い事を伝えられるも、頸部前屈による左肩関節痛がある、左指先～前腕の痺れや上腕の疼痛がある事を訴えている。主治医より頚椎症の可能性もあるが、疼痛が持続した場合は頸部のレントゲン撮影も検討する事を伝えられている。ハップスター2P処方となっている。
・河村　哲久様～両膝痛を訴え「ショック状態だ」と訴えあり。本人と相談しフェルビナスチックが1本処方となっている。前回の外出時間が短く「何も片付け出来なかった、だから外泊か退院許可を出してほしい、それか外出」と訴えあり。主治医からは許可にはならず検討する事を伝えられている。臨時薬処方変更なし。
・島守　淳様～主治医より夜間の睡眠不安定さや幻聴があるか尋ねられるもどちらも否定している。日付や場所の質問には間違いなく応えられている。臨時薬ブロチゾラム→ユーロジンへ変更、他同内容で処方となる。
・成田　富士子様～本人から「低血糖ばかりで辛いです」「お菓子を摂って夜低血糖にならないように眠っています」と話されている。主治医より小倉Dr.診察時に情報提供する事を伝えられている。左眼瞼の腫脹あり、点眼薬処方希望ある為AZ点眼が1本、手背の乾燥あり、尿素クリームが1本処方となっている。左耳が聞こえにくい為スタッフ付き添いでの耳鼻科受診を希望している。男性患者様から届いた指輪については本人へ主治医より説明し「受け取りたいです」との事でお渡ししている。
・小泉　裕子様～体調を尋ねられると「眠くなりすぎて…」と日中の眠気を訴えている。水の神様からは「4時間睡眠の方が便秘しない」と言われたと話されている。青山荘の見学について時期を確認する様子あり。臨時薬リスパダールOD錠（2）2T 2×朝夕食後→（1）1T、（2）1T 1×夕食後へ変更、他同内容で処方となる。
＜皮膚科診察＞

・佐々木　章洋様～外出泊中の為処方のみ頂いている。アタラックスP、フェキソフェナジンが7日分処方。
・大久保　恵様～処置変更なくクレマスチン7日分、デルモゾール軟膏処方となっている。
・播磨　克子様～胸部と右大腿部はデルモゾール軟膏塗布する様指示あり。
・船越　勝様～左大腿部の掻痒感と発赤あり皮膚科診察希望されている。患部にデモゾールクリーム塗布するよう指示あり処方している。
・田村　真紀子様～本人希望で本日の皮膚科スキップしている。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・鈴木　流依様～4/18主治医面談実施し、青山荘への入所を勧めていくこととしています。本人は消極的な発言が聞かれていますが、母様としては自立してほしいと希望があります。PSWより青山荘のパンフレットをお渡しされています。

・鈴木　知子様～主治医面談実施時に、青山荘やほぞの2号館への入居方向としていましたが、3/16青明舎森氏とオンライン面会でGHへの入所を本人は希望されています。本人の条件にあったGHを探す間、入院継続となる事を説明され了承されています。
・高柳　和子様～自宅アパートは契約継続していますが、精神状態が不安定であることから退院先の再選定が必要な状態です。
・泉川　ケイ子様～今後の方向性として施設の予定となっています。精神状態の安定と服薬遵守ができるよう介入していきましょう。
・谷地　寿梨様～退院先として青山荘の予定としています。母様より2人きりでの外出は難しいとのお話しあり、オンライン面会や短時間での面会を繰り返す事としています。
・沢田　秋子様～退院先は施設となっています。

・成田　賀枝様～退院先は施設となっていますが、入院前に企図行為あり施設選定が難航している状態です。
・梅内　とも子様～介護認定調査予定となっています。病状が落ち着いたら御家族へ依頼していきましょう。また5/4外出予定となっています。
・小向　隆之様～退院先は自宅の予定となっていますが、現在薬剤調整中です。
・河村　哲久様～退院先は青山荘としていますが、団地の引き払いを優先事項としており、入所できない状態です。外出を繰り返し自宅の片づけをしていきましょう。
・島守　淳様～退院先として御家族は施設入所を希望していますが薬剤調整中です。
・成田　富士子様～退院先は施設となっていますが、血糖コントロール不良もあり入所先の選定が困難な状態です。
・小泉　裕子様～退院先は青山荘となっており、現在見学日程調整中です。
